
 

 

  

 

 

 

学校経営から学ぶ 
本校の素晴らしい点は、一人一人の子ども達の幸せを願

い、二豊学園や関係機関と連携しながら、専門的、複眼的な

視点で自立支援計画を作成し、福祉と教育の視点で共同的に

指導を行っています。さらに、校内研究のテーマを「語る」

として、自分の思いや考えを他の人に伝えることを、全職員

で組織的、計画的に実践を行われていることです。  

これまで、特別支援教育に加え、人間関係作りプログラム、

「ホワイトボード・ミーティング®」等の研修などを行い、

教職員のファシリテーターとしての意識が高まったそうで

す。そして、行事などでは、練習の度に「語る」場を保障す

ることで、子ども達に自己の成長を確認させています。その

ため、子ども達の「語る」力に加え「聴く」姿勢も著しく向

上したので、これまでにないよう

な親和的な集団となり、アンケー

トからも個々の自尊感情も高まっ

ています。  

 

授業から学ぶ  

全学級の授業を参観させて頂き

ました。音楽では曲の良さをプレ

ゼンするため、工夫のあるワーク

シートが用意されていたので、自

主的にメモをする生徒の姿が見ら

れました。英語では丁寧な板書タ

ブレットを活用させることで生徒の理解を深めていました。

国語ではタブレットへの入力が苦手な生徒にはローマ字表を

準備し、対話を通して子どもの思いを引き出していました。

図工では子どもの得意な点を伸ばすため、安心感を与える教

師の立ち位置を学びました。技術では細かな指導と適切な評

価により、１回１回丁寧にかんながけをする子どもの姿が印

象的でした。 

これからも、本時のねらいを達成するために、授業におい

て「語る」場を保障するし、短期的な改善を行いつつも、長期

的な展望にたって子ども達自身が「語る」ことの意義を理解

されるような実践を期待します。 
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